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＜連絡事項＞

· デイケア・デイナイトケア・ナイトケアの新年会について、現在企画書を作成中（平成18年1月20日　金曜日を予定）。午前は体育館を利用してレクリエーションを行う予定。昼食後はデイケア棟にて余興・ゲーム等を行う予定だが、昨年と違う内容で行いたい。内容について検討し、早急に企画書を作成・提出する。

＜外来より情報提供＞

· 秋山　和子様～デイケアの特定スタッフが研修のため不在であることや、父の納骨のこと等を思い出し、泣いてしまうと話していたとのこと。また、「自分が嫌だ。小学校・中学校時代に戻りたい。特別学級だったため、漢字を教えてもらえなかった」と話す。デイケア通所については「気がまぎれるから自分にとって良い」と話す。話のまとまりのなさが見られた。

· 村井　節子様～本日外来受診の際、精神保健福祉手帳について取得申請したいと主治医に伝え、手続きを進めることとなった。必要書類が揃い次第、申請する。

＜利用者様情報＞

· 大久保康弘様～昨日、青山荘にて担当職員と面談。デイケアの女性メンバーに関して書いた文章について「以前、その女性メンバーからある物をもらい、そのお礼に何がいいかと相手に聞いたところ、詩でいいと言われたので書いて渡した」と話していたとのこと。病状について「幻聴などの症状は変わりないが、テンションが高いことは自覚している」と話していたとのこと。

· 村井　節子様～通所リハ職員に「最近は、兄（埼玉県在住）からの送金がない。会社が倒産したとかリストラしたとか話があって以来、連絡が途絶えてしまった。年金（１級）はもらっているけどお金に困るし、淋しい」と話していたとのこと。弟（八戸市在住）とは関係が続いている様子。今回、精神保健福祉手帳申請の件を家族に連絡するとともに、デイケア参加状況・生活状況等について伝えることとする。

· 下妻　康貴様～青明舎より情報提供あり。先日、本人宅を訪問した際に「中居美津子さんとの関係がストレスになる。週に４回程、ナイトケア終了後に電話がかかってくる。また、自分が寝ていても朝起きると着信履歴が残っていることがある。ナイトケアでも、ベッタリついてくるため中居さん以外の人と話したくても話せない」と話していたとのこと。また、ナイトケアでスタッフが下妻様と中居様の関係について話したことも負担に感じたと言う。しかし同件については、本人は他関係機関や本人へアプローチしてほしくないとのこと。今後、ナイトケア内では本人が他メンバーと話しやすい環境を提供出来るよう支援していく。

· 中居美津子様～最近、神山和典様に対してナイトケア内で露骨に嫌悪感を表すことなどがある。症状変化等がないか、注意して見ていく。

· 田名部浩平様～本日朝、本人より「用事があるので遅れます」と連絡あり。しかし、昼近くになっても来所しないため自宅へ連絡するが通話中のため繫がらず、外来ＳＷに病院内を探してもらったところ、外来待合室のソファで寝ていたとのこと。本人に声を掛けてもらい、デイケアへ来所。遅れた理由を尋ねると「用事があったから」と話し、用事の内容については全く話さなかったとのこと。

· 晴山美智子様～風邪はまだ完治していない様子。体重は今朝測定時80kg。表情冴えず、「昨日、父と母が喧嘩し、父が物を投げたり殴ったりしてすごく怖かった」と職員に話してくることがある。生活状況等について本日午後面談を行う予定。

· 淡路智恵子様～最近、毎週水曜日の外来受診後、喫茶セルリアンにて昼まで時間を潰してからデイケアへ来ることが増えている。うみねこ幸房の特定男性職員が目当てで長時間いる様子。受診時間以外は基本的にデイケアで過ごすよう本人に伝えることとする。

＜デイケア利用者様事例検討＞

○杉澤　恵子様（49）　　統合失調症
【現在の状況】

　現在、父・弟・弟嫁（妊娠中）・甥・姪と同居。本人は週2日デイケアへ通所している。弟嫁様の話によると、自宅では家事など一切手伝わず、自分の好きなことばかりしている。入浴回数も減り、体臭がひどいため弟嫁様は近くにいると具合が悪くなるとのこと。また、家族の財布からお金を盗む、火がついたままのタバコを近所に捨てる、近隣住人にお金を要求する等の迷惑行為が増えており、悪いことをしても反省せず平気な顔をして繰り返しているのを見ると、イライラしてきつく言ってしまう。しかし、厳しくすると自傷行為に及ぶ可能性があるため、父・弟様は本人に対して甘いとのこと。

　今後、家族との同居生活を続けていくためにどうすればよいか、家族・主治医・デイケア職員とで検討。主治医より①デイケア利用日数を増やす、②青山荘で生活訓練を行う、③入院、の３つの方法があると助言を受け、家族で話し合った結果、青山荘入所の方向で進めたいとのこと。本日外来受診時に主治医に伝え、弟夫婦で青山荘を見学。利用申込書を受け取って帰ったとのこと。

【問題点】

· 身体保清～定期的な入浴・更衣・洗濯ができていない。家族が声をかけても自分でやることはほ　
　　　　　とんどない。

· 健康管理～肥満、糖尿病であるが食事制限・定期的な運動ができず、改善されない。また、１日
　　　　　に吸うタバコの本数も多く、依存傾向にある。

· 家事能力～過去に自活していたこともあり、知識はそれなりにあると思われるが、自宅では家族に
　　　　　任せきりである。

· 対人関係～自分の欲求のために他者に金銭や物をしつこく要求するなど、トラブルを起こしやすい。
　　　　　また、自分の感情をうまく表現できず、内に溜め込む傾向がある。

· 社会常識～物を盗む、人を騙す、嘘をつく、寝タバコをする、火のついたままのタバコを捨てる、
　　　　　など常識から外れていることについて、本人は「悪いことである」という認識が薄く、
　　　　　注意を受けても何度も繰り返している。

【今後の対応】

　本人・家族双方の言い分に違いがあるため、まずは実際の生活状況を把握する。本人が今後どのような生活を望んでいるのかを聞き、その希望に沿って各問題点の解決を図る。また、適度な運動を習慣づけ、糖尿病の改善・気分転換を図る。

　身体保清・食事管理・家事能力については、本人の出来る部分を尊重し、少しずつステップアップを図る。対人関係・社会常識については個別面談・グループミーティング等で本人が正しく理解・認識できるよう支援する。

